
 

 

 

 

宗谷校長会は，１１名の新会員を迎え，１市８町１

村の５２名（小学校３０校，中学校１７校，併置校５

校）の会員で組織されている。宗谷の教育に責任を果

たすため，管内の連携を強め，より一層協力・共同を重

視した運営を目指している。 

 

Ⅰ 本年度の活動方針 

本会は、このような現状を深く認識し、ふる

さとの地から世界を見つめ、新しい社会の形成

に向けて挑戦する子どもを育てる学校経営の推

進を図るため、各市町村校長会等との連携をよ

り一層強化し、管内的な取組を通して課題解決

に努め、以て、保護者や地域住民の負託と信頼

に応える必要がある。そのために校長は、自ら

の使命を自覚し、権限と責任の下、指導力を発

揮して、学校組織の活性化と教職員の資質・能

力の向上に努め、学校研究を基盤とした教育課

程の改善・充実を進めるとともに、関係機関・団

体と連携を図りながら学校・家庭・地域が一体

となった宗谷教育の充実、活力ある学校づくり

に全力で取り組む。 

(1) 校長としての使命を自覚し、自らの職能向

上に努めると同時に指導性を発揮し、教職

員の研修活動の活性化を図り、保護者や地

域の期待に応える学校経営の充実に努める。 

(2) 会員相互の理解を深め、活動の活性化を図 

り、宗谷教育の充実・発展に努める。 

(3) 関係機関や団体との連携を図り、教育諸課題

の解決にあたるとともに、教育条件整備に努

める。 

 

Ⅱ 活動の重点 

（１）「生きる力」を育む教育課程の編成・実施・評 

価・改善に努め、愛情と信頼に基づく活力ある 

学校経営の推進に努める 

①学校の自主性・自律性の確立と地域ととも 

 にある学校づくりを推進するための創意あ 

る教育活動の展開を図る。 

②法令遵守の徹底や服務規律の厳正な確保な 

ど、学校経営に関わる諸問題への迅速で的 

確な取組を進める。 

③「社会に開かれた教育課程」の実現に向け 

 た取組を進める。 

④学習意欲の向上や学習習慣、生活習慣の確 

 立を図るための教育活動の展開を図る。 

⑤基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得 

 とその活用による思考力・判断力・表現力 

の育成を図る教育の展開を図る。 

⑥ＰＴＡ活動の充実、地域との連携強化な 

どを柱に地域に根ざした信頼される学校 

経営に努める。  

⑦豊かな心を育む教育の推進と道徳教育の 

 改善・充実、健やかな体の育成と学校の安 

全に関する教育の推進を図る。 

⑧学校・家庭・地域・関係諸機関及び異校種 

間の連携による生徒指導・特別支援教育 

の充実を図り、一人一人の自己実現を目 

指す教育を推進する。 

（２） 研修活動を充実し、職能向上と、教職員の資 

質・能力の総合的な向上に努める。 

①宗谷管内学校経営研究大会において、学校 

 経営、教育課程、資質向上の３課題につい 

て研究を深めると同時に、教育講演会等を 

企画し、今日的な教育課題と果たすべき校 

長の役割について研修する。 

②宗谷管内教育研究大会稚内大会の充実や、 

 将来に渡って管内教育研究の広場が継承・ 

発展していくための役割を発揮する。また 
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明確な人材育成方針の下に、適切な指導助 

言を行い、教員一人一人に専門職としての 

自信と誇りを育み、実践的指導力を高め、 

資質能力の向上に努める。 

③研修体系等検討会議の構想案を受け、研修 

 体系の整理を進めながら策定会議での検討 

を進めていく。人・物・資金が各教育委員会 

から提供され、教育研修センターの運営が 

充実するための役割を発揮する。 

④道小・道中大会、全連小・全日中大会に積極 

 的に参加し、全道・全国の会員と研究・交流 

を深める。 

 

（３） 関係機関・団体と連携し、教育諸条件 

 と教育諸課題の改善と整備・充実に努める。 

①特色ある学校経営実現のための教育条件整 

備に係わる要望活動を進める。 

②管内の人事課題解決を目指す取組を進める。 

また、異動人事に係わっては、加配や定数 

通りの配置がスムーズに進むように要望活 

動を継続していく。 

③管内教頭会と連携し、後継管理職（女性管 

理職の拡充も含む）養成を今後５年間を見 

通した取組と校長採用・教頭昇任受験対策 

を強力に進める。 

④子どもと向き合う時間の確保に向けての取 

組の充実を図る。 

⑤管内教職員体育大会など、福利厚生事業の 

充実に努める。 

 

（４）校長会の組織を強化し、活動の活性化を図 

る。 

①会員相互の激励・援助活動と市町村校長会 

との連携に努める。 

②広報活動を充実し、校長会活動の一層の連 

携・強化に努める。 

③道小・道中との連携を強め、教育課題の解 

決と待遇改善に努める。 

④地域における体育・文化活動や高校再編・ 

入試制度、子どもを育てる地域環境づくり 

などについて積極的な提案・支援に努める。 

 

Ⅲ 各部の活動方針 

１ 研究部 

(1)宗谷校長会の活動方針に基づき、事業計画を

立て、その遂行にあたるとともに、地域社会

の期待と要請に応え、教育課程についての研

究と当面する教育課題に向き合う学校経営

を究明する。 

(2)『ふるさとを愛し、志を持って、新しい社会

を切り拓く力を育む学校教育』を研究主題と

する第１２次３か年継続研究の３年目とな

る。「学校経営」、「教育課程」、「資質向

上」に関わる信頼される学校づくりの共通課

題を明らかにし、実践的研究の充実に努め

る。 

(3)関係機関・団体との連携を図り、宗谷におけ

る教育研究の一層の発展・充実に努める。 

(4)道小、道中、全連小、全日中の研究大会など

への積極的参加と、研究大会での提言につい

ては協力共同で取り組み、組織的な発表とす

る 

(5)『学力向上プラン』（我が校・小中連携・ロ

ードマップ）について、宗谷の抱える学力課

題を解決していくための計画とし、実効性の

ある手立てを講じるとともに、その有効性を

常に評価していく。 

２ 経営情報部 

(1)経営関係 

①学校経営上の諸問題に関わる地区別教育経

営研究会の開催と諸問題の解明に努める。 

②学校経営の管理運営に関する調査及び研究

に努める。 

③意欲を高め、やりがいのある人間関係づくり

のための学びを高める。 

(2)情報関係 

①会報・会誌の編集と発行に努める。 

②道小「教育北海道」及び道中「道中だより」・

会誌「全道中」の原稿依頼や各種調査等に対

して迅速な対応に努める。 



３ 対策部 

 宗谷校長会の活動方針及び活動の重点に基づ

き、会員の福利厚生並びに教育諸調査に関す

る業務の推進に努める。 

(1)関係機関・団体との連携を一層強め、会員の

福利厚生の充実と向上を図る。 

(2)道小・道中からの諸調査を迅速かつ正確に行

うと共に、本会独自の調査活動を必要に応じ

て行う。 

 

Ⅳ 役 員 

 会   長 杉本 浩一（潮見が丘小） 

 副 会 長 佐藤 佳弘（兜沼小中） 

   〃研究部長 桜井 和則（浜頓別小） 

〃 藤田  淳（拓心中） 

   〃 畠山 博次（豊富中） 

   〃 吉﨑 健一（潮見が丘中） 

 事務局長 今野  亘（稚内中央小） 

 事務局次長 小林 清一（中頓別中） 

   〃 三野宮誠一（豊富小） 

   〃 塩原  悟（幌延小） 

   〃 細谷 隆志（浜頓別中） 

   〃 林  智宏（枝幸中） 

   〃    坂見 明信（稚内東中） 

   〃    黒木 敏郎（天北小中） 

 会   計  藤原 雅宏（稚内中） 

 幹   事 森河  真（鴛泊中） 

   〃 平澤 徳男（沓形小） 

   〃 本間  到（船泊中） 

 監   査 坂本 孝行（稚内東小） 

   〃 佐々木 康（鬼志別小） 


